
受領者

政党。政治資金団体

年間
1,000万円

公職の候補者に

対するものは金
銭等に限り禁止 金銭等に限り

禁止

年間
150万円

0万円
年間

51

そ
の
他
の
政
治
団
体

企業団体献金禁止のための新たな規制枠組み

よ

　

円捌輔嚇

金銭等に限り禁止

※政党から公職の候補者に対
するものはR9.1.1～

金銭等に限り禁止
その他は制限なし

同一の相手
方に対する

個別制限

し制限な

し制限な

↓

↓

2,000万円

6,000万円

年間
5,000万円
↓

2,000万円

その他の団体

総枠制限

政 治 団 体

政党・政治資金団体

手

る

相

す

限

の
対

制

一
に

別

同
方

個
総枠制限

制限なし

同一の相手方に
対する個別制限

資本金等に応じ年間
750万～1億
↓

禁止

制限なし
↓

禁止

会社・労働組合・職員団体・

その他の団体

総枠制限

野党共同案

個人

同一の相手方
に対する個別
制限

総枠制限

(なし)
年間
2,000万円

資金管理団体

資金管理団体
以外の政治団体

寄附者

公職の候補者

禁止



野党共同案

政治資金規正法及び租税特別措置法の一部を改正する法律案要綱

(企業・団体献金禁止法案)

第 1 企業・団体による献金 Bパーティー対価の支払の禁止
会社、労働組合、職員団体その他の団体は、政治活動に関する寄附又は

政治資金パーティーの対価の支払をしてはならないこと。

※ 違反に対しては、 1年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金

第2 政治団体による寄附の量的制限の創設及び上限額の引下げ
1 総額制限の創設
政党及び政治資金団体以外の政治団体のする政治活動に関する寄附につ

いて、年間で総額 6千万円を上限とすること。

2 個別量的制限の創設及び上限額の引下げ
政党及び政治資金団体以外の政治団体が同一の政治団体に封してする政

治活動に関する寄附について、年間で 2千万円を上限とすること。

※ 同一の国会議員に係る国会議員関係政治団体間の寄附は適用除外

第 3 雇用関係の不当利用等による寄附等の制限
会社、労働組合、職員団体その他の団体は、その役職員又は構成員に対

し、雇用その他の関係若しくは組織の影響力を不当に利用して、又は政治

団体の会費の額に相当する額の金銭を支払うことを約束して、政治団体の

構成員となることを勧誘し、かつ、当該政治団体をして、政治活動に関す

る寄附又は政治資金パーティーの対価の支払をさせてはならないこと。

第4 個人のする政治活動に関する寄附に係る税額控除の拡充
税額控除の適用対象となる個人のする政治活動に関する寄附の範囲を、

国会議員、都道府県の議会の議員若しくは知事又は政令指定都市の議会の

議員若しくは市長に係る資金管理団体に対する寄附にまで拡大し、その税

額控除率については次のとおりとすること。

① 2千円を超え 1万円以下の部分……全額税額控除
② l万円を超え 5万円以下の部分……50%税額控除
③ 5万円を超える部分…………………30%税額控除

※ 令和 8年 1月 1日 施行



政
治
資
金
規
正
法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
改
正
）

第

一
条
　
政
治
資
金
規
正
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十

一
条
の
見
出
し
中

「寄
附
の
制
限
」
を

「寄
附
等
の
禁
止
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中

「並
び
に
第
二
十

一
条
の

三
第

一
項
及
び
第
二
項
」
を

「及
び
第
二
十
二
条
の
六
の
三
」
に
改
め
、

「、
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
者
に
対
し

て
は
」
を
削
り
、

「政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
」
の
下
に

「又
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
中

「寄
附
」
の
下
に

「及
び
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
（政
党
及
び
政

治
資
金
団
体
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を

「又
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
」
に
、

「、
又
は
」
を

「又

は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十

一
条
の
三
第

一
項
中

「政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
に
対
し
て
さ
れ
る
」
を

「個
人
の
す
る
」
に
、

「各
号
の
」
を

「各
号
に
掲
げ
る
」
に
、

「掲
げ
る
額
を
」
を

「定
め
る
額
を
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
に
封
し
て
す
る…
寄
附
　
一
一千
万
円

一
一　
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
者
に
対
し
て
す
る
寄
附
　
千
万
円



第
二
十

一
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中

「第

一
項
及
び
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
の
す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
は
、
各
年
中
に
お
い
て
、
六
千
万
円
を

3
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

4

前
項
の
規
定
は
、
二
以
上
の
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

（第
十
九
条
の
七
第

一
項
に
規
定
す
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団

体
を
い
い
、
同
項
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
こ

れ
ら
の
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
に
係
る
公
職
の
候
補
者

（同
項
第

一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
代
表
者
で

あ
る
公
職
の
候
補
者
又
は
同
項
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
が
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
七
条
第

一
項
の

規
定
に
よ
り
届
け
出
た
同
号
の
公
職
の
候
補
者
を
い
う
。
）
が
同

一
の
者
で
あ
る
も
の
の
間
に
お
け
る
寄
附
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

第
二
十

一
条
の
三
第
五
項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第

一
項
中

「政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
同

一
の
」
を

「同

一
の
」
に
、

「五
千
万
円
」
を

Ｌ
二
千
万

円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。



た
だ
し
、
前
条
第
四
項
に
規
定
す
る
寄
附
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
二
条
の
二
の
見
出
し
中

「寄
附
」
を

「寄
附
等
」
に
改
め
、
同
条
中

「及
び
第
二
項
」
を
削
り
、

「寄
附
」
の
下

に

「又
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
六
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

全
屋
用
関
係
の
不
当
利
用
等
に
よ
る
寄
附
等
の
制
限
）

第
二
十
二
条
の
六
の
二
　
会
社
、
労
働
組
合
、
職
員
団
体
そ
の
他
の
団
体
は
、
そ
の
役
職
員
又
は
構
成
員
に
対
し
、
雇
用
そ

の
他
の
関
係
若
し
く
は
組
織
の
影
響
力
を
不
当
に
利
用
し
て
、
又
は
政
治
団
体
の
会
費
の
額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
を
支

払
う
こ
と
を
約
束
し
て
、
政
治
団
体
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
を
勧
誘
し
、
か
つ
、
当
該
政
治
団
体
を
し
て
、
政
治
活
動
に

関
す
る
寄
附
又
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
中

「違
反
行
為
」
を

「各
号
に
定
め
る
行
為
」
に
改
め
、
同
条
第

一
号
中

「及
び
第
二
項
」
を
削
り
、

「寄

附
」
の
下
に

「又
は
対
価
の
支
払
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中

「寄
附
」
の
下
に

「又
は
対
価
の
支
払
」
を
加
え
、

「勧
誘

し
、、
」
を

「勧
誘
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「寄
附
」
の
下
に

「
又
は
対
価
の
支
払
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第

一
項
中

「地
方
自
治
法
」
の
下
に

「
（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。



（租
税
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
）
ら

第
二
条
　
租
税
特
別
措
置
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十

一
条
の
十
人
第

一
項
中

「
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
団
体
」
を

「若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
団
体
又
は
第
二
号
若

し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
団
体
の
う
ち
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金
管
理
団
体

（次
項
に
お
い
て

単
に

「資
金
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
」
に
、

「第
四
号
口
」
を

「同
号
口
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「又

は
第
二
号
に
掲
げ
る
団
体
」
を

「若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
団
体
又
は
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
団
体
の

う
ち
資
金
管
理
団
体
で
あ
る
も
の
」
に
、

「残
額
）
が
」
を

「残
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
」
に
、

「残
額
）

を
」
を

「残
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「特
定
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
」
に
、

「そ
の
超
え
る
金
額
の
百
分
の
二
十
に

相
当
す
る
」
を

「次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、

「
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当

す
る
金
額
」
の
下
に

「
（当
該
金
額
が

一
万
円
か
ら
特
定
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
当
該
控
除
し

て
得
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

そ
の
年
中
に
支
出
し
た
政
党
等
に
対
す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が

一
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
当
該
政
党
等
に
対

す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
か
ら
特
定
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額

四



一
一　
そ
の
年
中
に
支
出
し
た
政
党
等
に
対
す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が

一
万
円
を
超
え
五
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
次

に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ
　
一
万
円
か
ら
特
定
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額

口
　
当
該
政
党
等
に
対
す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
か
ら

一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額

〓
一　
そ
の
年
中
に
支
出
し
た
政
党
等
に
対
す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
五
万
円
を
超
え
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
金
額
の

合
計
額

イ
　
一二
万
円
か
ら
特
定
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額

ロ

当
該
政
党
等
に
対
す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
金
額

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
令
和
人
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
に
関
す
る
経
過
措
置
）

附

貝可

五



第
二
条
　
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
政
治
資
金
規
正
法
第
二
十

一
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（以
下
こ
の

条
に
お
い
て

「施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
催
さ
れ
る
政
治
資
金
規
正
法
第
人
条
の
二
に
規
定
す
る
政
治
資
金
パ
ー
テ

イ
ー
の
対
価
の
支
払
で
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（租
税
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十

一
条
の
■
人
の
規
定
は
、
令
和
人
年
分
以
後
の
所
得
税

に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
七
年
分
以
前
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（政
令

へ
の
委
任
）

第
五
条
　
単聖
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
＞」
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（関
係
法
律
の
整
備
）

第
六
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
罰
則
の
規
定
の
整
備
そ
の
他
関
係
法
律

（こ
の
法
律
を
含
む
。
）
の
整
備
に
つ
い

ハ



て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

七



理
　
由

政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
し
、
広
く
国
民
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
る
政
治
を
実
現
す
る
た
め
、
会
社
そ
の
他
の
団
体

の
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
及
び
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
の
全
面
禁
止
並
び
に
政
治
団
体
に
よ
る
政
治
活
動
に

関
す
る
寄
附
に
係
る
上
限
額
の
創
設
及
び
引
下
げ
を
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
係
る
税
額
控

除
の
拡
充
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

九



本
案
施
行
に
要
す
る
経
費

本
案
施
行
に
よ
る
減
収
見
込
額
は
、
平
年
度
約
百
六
十
二
億
円
で
あ
る
。


